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備前東地域（11月1日（水）） 

 

Ａ氏 

 今日のレジメでは片上地区全体となっていますが、西之町町内会の意見としてまとめた

もので、テーマから見ますと低い狭いところしか上げていませんが、住民の意見を尊重い

うことで上げさせてもらっています。全部で６点ありますけども、６点目は町内の工事関

係でこれは市の都市計画関係者の方に既に申し上げていますのでカットします。まず備前

まつりのことです。これは住民の意見として出てきたわけで、今回試行といいますか花火

とかはやはり夏にやったほうが良いじゃないかと、本年合併して日生もやっていますので、

じゃあ日生と備前と交替でといいますか、交互にやるとか１本化した方が良いんじゃない

かと私も感じました。それから鰆祭、これは備前もやったのですけども漁港の１番栄えて

います日生を中心にやるべきじゃないか、住民の意見をそのまま持ってきたものですから

当意見交換会には相応しくないかもしれませんが上げておきます。２番目の診療機関、こ

れは先ほどの市長さんの説明にも関係しますが市立の３大病院の見直しといいますか、泌

尿器科、皮膚科の足らない診療科の増設とか、それから産婦人科は毎日診療とか市の病院

である以上、今日の意見交換会にも産婦人科医師のことも出ていますけども、そういうこ

とも含めて産科のほうも上がっていますのでそっちの方を重点的にやっていただきたいと

いうことです。それと今回いただいた市民くらしの便利帳の中に市立病院の案内が載って

なかったものですから、私もちょっと付け加えておきます。この中に、何で市立の病院を

載せないのかなと思って、診療日とか診療科とかそういうことをね。３番目は市民検診、

これは実際は愛育員の連絡ですが、いろんな連絡網で受診しているのですけどもこれは実

際には女性の方の乳がん検診について触診だけではなくてエコー検診もやってほしいとい

う意見が盛り上がっていまして、そのことです。４番目はアルファビゼン、これは後から

出てくる商業施設、そういうものを取り入れてほしい。マックスバリューがありますけれ

ども道路を渡るのも不安を感じる。こちらの道路を渡らないとこにも、そういう商業施設

を設置してほしいということです。５番目はバスの運行ですが、先ほど市のほうから説明

いただきました、料金が高いということであったのが今回下がるということで、それは情

報が入る前の段階でしたので、これは解消されると思います。６番目は、先ほど言いまし

た全く町内の工事関係でありましてこれは、関係部署にお願いしています。もう１つ、も

しついでに聞かしていただければ大学の誘致の問題があったのですがあれはどうなったの

ですか。これは西之町のあくまでも住民の立場から見た意見です。この程度で終わらせて

いただきます。 

 
市長 

 最初のご意見は、花火大会は夏がいいじゃないかと私もそう思います。暑いときが１番
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良く似合うじゃないかと思いますけども、ただですね今まで８月の第１土曜でしたか、そ

うなりますと日生と非常に時期が接近しているということ、あるいは吉永の分と重なって

いくということからいろいろな意見が出ましてですね、結局実行委員会のほうで、鰆祭の

関係がありましたので、早くしようという経緯があったようであります。ただ５月の２７

日にしたのですけれども、たまたま今年は市会議員の選挙の絡みがありましてこういう形

になったわけですが、来年の花火及び鰆祭につきましては、５月の第２土日ですか、確か

１２日と１３日【後日 5 月１９日と２０日に決定】に花火もそれから日生の鰆祭も、それ
からサンバースフェスティバルと言ってお魚の祭りが日生にあるのですが、それもね、そ

れから合わせて片上地区の春祭りいうのがあるようですから、これも全部一緒にして１つ

の大きなお祭りにしてやってみてはどうかというような意見が多数を占めまして、そうい

う形で来年はやってみようということになっているようであります。それからアルファビ

ゼンの件ですけども、これはみなさんも最近新聞で見られたと思いますけれども、７月か

ら９月の３ヶ月間、検討委員会の答申に基づきまして、全国公募をやったわけなのですが、

結局正式な形での申し出はなかったと、１件あったわけなのですけれども、地元の実行委

員会といいますか完全な形での用件を満たしていなかったということで、そのものについ

ては地元の要望というような形で受け止めて、これから検討していく形にしています。結

局、商業施設を入れないという意味じゃないのです。本当いえば商業施設ばかり入ってほ

しいですよ。それで人がたくさん来てくれたらありがたいなと、しかし結局あそこの目的

としているところは、不特定多数の人に来ていただくというのが目的ですから、そうじゃ

ないものと一緒になりますと、余計目的が変わってきて収拾がつかなくなります。と言い

ますのは、一部分役所的なものを入れる一部分商業施設を入れるというようなことにしま

すと、責任が明確でなくなってきてですね、結局中途半端なものになってしまうという考

え方です。ですから結局検討委員会が答申しましたように貸すのは一定割り増ししましょ

う、【全て利用者負担を原則とし、１棟貸しとします。】そのかわり敷金も取らない家賃も

年間３６０万円。いうことは月に３０万ぐらいですから、３０万といいますと小さな事務

所をちょっと借りても３０万ぐらいしますからね、ほとんどただみたいな感じでお貸しし

てそのかわり責任を持って運営をしていただこうという考え方で公募したわけなのです。

しかし結果として、そういうようなことになったわけですから、これから今後そうした自

体を踏まえて、どういう形で使っていくのが１番有効か、これから考えてまいります。片

上地区の方は別なのですけども、市民の多くの方はやはりもうあれ以上市民の税金をつぎ

込まないようにしてくれと、そうしないとまた市民の税金をたくさんつぎ込んだわ、結果

として人があんまり集まらなかったということになりますと、ちょうど津山のアルネとい

うのがあるのですがアルネは市の税金をおそらく８０億ぐらいそれぐらいつぎ込んでいる

はずです。だから引くに引けず、かといってこれから進んだらまた税金を投入しなければ

いけないということで大変な目にあっています。そういう意味で、私も市民の多くのみな

さん方の意見にどういう形で対応するか、かといってあそこも真ん中にある非常に重要な、
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いわばむしろ「核」というところを、やはり何らかの形で再生させてそして賑わいのある

ものにしていきたい、いかなければいけない、こういうふうにするばあいには、ある程度

は市民の税金は使わなきゃならないとの考え方はしています。ですからこういう点を含め

まして、これからまた検討して、地元のまちづくり委員会のみなさん方の意見を聞きなが

ら、次の第２案といいますか、に取り組んでいきたいと考えています。 
 
助役 

それでは私は、２番目の市立病院の診療機関について回答させていただきます。まず備

前病院への泌尿器科の設置でございますが、備前病院では９月から毎週木曜日の午後、岡

山大学の医学部の協力で外来診察を開始しています。９月号「広報びぜん」とホームペー

ジへの掲載でもお知らせいたしていますので、その関係の場合には受診していただきたい

と思っています。次に、産婦人科でございますが、備前病院では以前から婦人科のみ金曜

の午前中に外来診察をしています。吉永病院でも週に半日の診察で、医師の確保につきま

しても、若い医者が専門技術を研修ができる都会の大きい病院へ流出するという現象が続

いていまして、備前の場合病院が人材派遣をお願いして来た岡山大学の医学部でも医局医

師が極端に少なくなっているというのが現状でございます。賠償請求でたとえば訴えられ

る危険性が高いとか、逆に時間外勤務が非常に長い、深夜にわたってしなきゃいけないと

いうのが、婦人科、産科医ですね、産科・小児科こういう科については、そういうリスク

が非常に高いということで、最近医者が減少しているというのが実態でございます。で常

勤の産婦人科医の診療というのは、今言ったような理由で大変困難でございます。市民病

院は全科診療することが皆様の望ましい要望だとは思いますが、患者の受診形態、それか

ら運営する経費、これを考えますとやはり受診者の多い診療科を中心とした診療にならざ

るを得ないというような状況でございます。次に、「くらしの便利張」についてご意見がご

ざいましたが、これに市立病院の項目がないということですが、この暮らしの便利張とい

うのは、市民の皆様に市の諸制度の手続き、これをどのような手続きを踏んだら良いかの

ご案内でございますので、広報的なものではございませんので、この中に病院関係を網羅

していませんでした。手続きについては普通の病院と、個人病院と同じような手続きで市

民病院もやっていますので、どうぞご利用いただきたいと考えていますのでよろしくお願

いします。 

 

企画財政部長 

バス運行につきましては、先ほど市長が申し上げましたとおりでありまして、１２月１

日から新しい交通体系で運行しますが、路線ダイヤ、運賃につきましては、今後も利用実

態調査を行いまして、利用者の利便性に配慮した形で更に見直しを行っていきたいと考え

ていますのでよろしくお願いします。 
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保健福祉部長 

 乳がん検診でございますけれども、超音波検査つまりエコーによる乳房の検査につきま

しては、フィルム撮影のように複数の医師による診断ができないことから、客観性・再現

性に乏しく検査する人物の能力による影響が大きいなどの問題点がございます。このよう

なことから、マンモグラフィに比べて診断精度を高めることが困難であることから、国・

県といたしましても、検診方法としてご指摘ご要望いただいているエコー超音波検査につ

いての導入指導はございません。したがいまして市といたしましても、実施に至っていな

いところであります。ただ、エコーについてもメリットもございます。放射線の被ばくが

ないこと、小さなシコリの検査に優れているという利点もございますけれども、必要な対

象者の方には精密検査として、専門医療機関での受診を勧めさせていただいているところ

でございます。ご理解をいただきたいと思います。 

 

助役 

それから大学誘致のその後というご意見が出たのですが、次の時に一緒に回答させてい

ただけたらと思うので、よろしくお願いします。 

 

Ｂ氏 

片上ロマン街道について、ご承知のようにロマン街道は多くの人に利用いただいていま

すが、県内でも有数の施設だと自慢をしています。そこで市民一般の方、それから学生の

体力づくりなどに使用していただいているのですが、この人たちの利点は、なんと言って

も安全なことが第一です。そこでまあ環境もいいし非常に元気はあるのですが、といって

１つだけ接遇面でまだ行き届かない点があるではないかということで、ご提案を我々がす

る次第です。たとえばトイレとか休息所それから手洗い場等々を、中間地点あるいは有効

な場所に設置したらどうだろうかということです。次にこの街道を有効にするために、従

来のいい道が寸断になっているけども、これを延長していただいて２５０号線と連絡をし

ていただければ、なお且つ有効に利用できるのではないかというふうに思います。そして

片上の港から柵原まで行ければ、正に３３．８キロの名実ともにロマン街道になるんじゃ

ないかということでございます。それから２つ目は公民館の問題ですけども、これについ

ては片上地域の者にとっては長年の要望事項でございます。今すぐに早速というわけには

まいりませんけども、ある既存の施設を利用したりすることはできないだろうかというこ

とを私は提案したいと思います。それから３番目については、先ほどもお話がありました

ように、これはたとえてどうこうという問題ではありません。それに伴う学校の誘致の問

題を、その後どうなっているのかということをお聞かせ願いたいと思います。それから４

番目の高潮対策でございますけども、この問題は片上だけの問題ではありませんので、備

前市全体というのですか、海岸線全体の対策の中で併せて片上地区の対策をお聞かせ願え

れば結構かと思います。それから要望として、先ほど西之町の方の方から出ましたけれど、
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意見交換会というのは昨年までは市政懇談会であったわけなのですけれど、この交流は年

に１回の市の執行部と私たち一般の市民が話し合える１つの場であります。したがって現

在も続いているのだろうと思いますけども、市長さんがいわれたように吉永、三石に出向

いて執務をしておられるということになれば、その精神からすれば、やはりこの会はもっ

と大事にして、もっと実のある会にしてもらうために時間を増やして、回数を増やす方法

を、今後はとってもらいたいとこれは要望事項でございます。以上でございます。 

 

市長 

 最後の問題からいきます。確かにおっしゃられるように、この市政懇談会が１番重要な

民主主義の１つの非常に重要な要素だと思うのです。ですから今回私も、去年１３回した

のにたった４回かということで非常に後ろめたく思っています。だからまた来年は去年み

たいに範囲を広げてなるべく身近なところでやらねばいけないのではないかと思っていま

す。但し１３回行いますと約１ヶ月かかり、そうすると１１月はあまり仕事ができなくて

大変なのです。しかし市民のみなさんの声を直接聞く、あるいは我々の考え方を直接聞い

ていただくことは非常に重要なことでありますから、なるべくご要望に沿った形でやって

いきたいと思っています。それから大学誘致の件でありますけど、これは新聞で見られた

とおり断念したということなのです。非常に大雑把な数字ですけどどういう経過をたどっ

たかといいますと、簡単に言いますとざっと５０億円の経費がかかる、その内の２割を大

学側が持ち８割を市側が持ってくれというような内容です。数字は正確でないですけども

そうしますと、いくら計算してみても、２０年ぐらい先までシミュレーションやってみま

しても、７割までしか市は持てないということで不足の１割をどうするかいうことで、そ

れが結局折り合えなく断念せざるを得ないという経緯なのです。ただ私は、あの土地は他

人の物ですからどうこう言えないのですけれど非常に良い土地であると思います。ですか

ら基本的には品川さんも売ってくれません。あの話の時には例外として大学という非常に

公的なものでもあるし、まだ正確には売るのではなくて貸すということが基本ではあった

のですけど非常に良い土地、良いというのは駅のすぐ近くにあんな土地は他にないのです。

だからあくまでも私はまだ大学誘致を固執しています。そしてその場合に、あそこ以外に

は考えられないだろうと思っています。但しその大学というのも私どもが考えたような条

件で来てくれるような大学でないと、全て市が負担するということでは所詮無理なのです。

しかし大学というのは若い人がたくさん集まってくる、そういう意味で非常にまちの活性

化にとっても大切な施策でありますから、今後も引き続き私のルートを通じて当たってみ

たいと考えています。以上です。 

 

助役 

それでは公民館の件についてお答えいたします。片上公民館の建設につきましては、以

前から強い要望があることは十分承知いたしています。用地の確保、建設事業費など多く



平成 18年度 備前市「意見交換会」発言要旨 

6 

の課題を抱えていまして、建設計画の方向性が今だに決まっていないのが現状でございま

す。今後の検討課題とさせていただきたいわけでございますが、一部でアルファビゼンに

入居すればという意見、一方では新しく他の場所へ新設するという意見もございます。し

かしながらやはりこれは、地元の皆様方がどういうお考えで意思統一ができるかというの

が１番の要素となりますので、今のアルファビゼンについては今後どのような使用目的と

なるのかというのを決めていませんので、今のところはどのようにも申し上げようがござ

いませんが、今後この要望についても前向きに検討課題とさせていただきたいと思います

のでよろしくお願いします。 

 

企画財政部長 

片鉄ロマン街道につきましては、市内外から大勢の方にサイクリングやジョギング、散

策、散歩にご利用いただけるよう県事業により整備されました。またサイクリングターミ

ナル施設を整備いたしました。ご提案いただいた整備事業については、市の活性化にもつ

ながるものであると思います。ただ実現に向けてはいろいろ難しい問題があるように感じ

ています。片鉄ロマン街道は岡山県の施設であります。それから２５０号沿いに貫く市民

センター前の広場も県の土地でありますので、県と相談してみたいと思います。それから

片鉄ロマン街道の利用のＰＲは、今後も積極的にしていきたいと考えていますので、よろ

しくお願いします。 

 

産業建設部長 

近年、地球温暖化等により高潮被害が多発しており、その対策が急がれているところで

ございます。昨年は、県の緊急高潮対策事業により日生地区３箇所にスライドゲート、浦

伊部地区１４箇所にフラップゲートを設置いたしました。今年度も現在穂浪漁港付近にフ

ラップゲート・スライドゲートの設置を行っています。この後１１月中旬頃から片上湾、

浦伊部地区や片上地区に４箇所設置していく予定でございます。片上地区の設置場所は、

旭東市場前とフォーティーセブン前の排水路にスライドゲートを取り付けるものでござい

ます。特に、スライドゲートの管理は手動式であり、管理は地元管理となりますので、地

元での維持管理体制の調整をしていただきますようお願いするものでございます。なお、

今後も高潮対策につきましては危険地域の状況をよく把握しながら逐次、県に要望してい

きたいと考えています。以上でございます。 

 

Ｃ氏 

今、備前市は財政難ということで中国地方でも指折りの行政区といわれていますが、１

番大きな原因としてあげられるのは何でしょうかということで、仮称で付け加えたのです

けど、財政難の克服プロジェクトチームとかを考えていませんかということ。本当に見え

ないところで、陰でやっていくのも現実に平行してやっていかないと、厳しい厳しいとい
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っても前に行かないので、やはり同じ敷居に立って市民も財政難がネックなのだというこ

ともきちっと知ったうえで、一緒に克服していけるようにやっていかないと、市だけにい

ってもいけないし市民としての自覚も大切だと思うので、財政難の１番大きな原因は何か

ということを、簡単で結構ですからよろしくお願いします。先ほど市長からお話がありま

したけど、下水道工事が現実の予算の中で大きな比率を占めているということで、それは

これからどういう方向性で、どういう形で行くのかいうこともお願いいたします。意見交

換会のはじめに直接市長に伺ったのですけれど、市長は自主的に減給されているというこ

とで、責任感が行政全員に理解されていますかという質問なのですけど、月に３７万５千

円、年間になおしたら４５０万円、４年間で１，８００万円の減給をしているということ

で、１人望んで何とか財政難を乗り越えようという思いの一端ではないかと思っています。

我々初めて伺ってみたのですけど、そういう部分も一緒になってやっていかないといけな

いと思うので、そういう質問をさせていただきました。で全国で備前市と同じような、人

口だとか規模だとかいうのは、多々あると思うのですけど、そこの中では議員定数はいく

らだとか、職員はどういう形で何人配属されているだとか、そういう部分も検討して、手

を加えていくということも大事ではないかと思います。議員の視察とかも予算で組んで年

間で行っていますけど、議員の視察なんかでも目的がきちっとしてあって、動議付けがあ

って活かされてきているかどうかどうかということもね、やはりみんなでしていかないと

いけないと思います。まあ財政難については、あんまり項目が大きいのですけどよろしく

お願いします。それから伊里地区のビジョンで、備前市の中で中心に位置している伊里地

区の歴史的遺産だとか、文化的な感のする伊里地区がこれから益々発展していくためには

問題はあると思いますけれども、どういう部分をどうやっていこうとかいう行政のビジョ

ンがあれば、教えてほしいのでよろしくお願いします。また都市計画等というのが何年も

前から伺っていますが、都市計画とか都市計画道路というのがあるだけあって、現実に全

然前へ行っていないという状況もあるので、そういうのもビジョンについてどう発展して

つながって行くのかということもお伺いしたいと思います。よろしくお願いします。 

 

市長 

 最初は財政問題ですが、これは大変大きな問題で備前市だけじゃなく全国のほとんどの

市町村が直面している問題であります。財政難になった理由がいったいなにかということ

ですが、単純明快に不景気が長いこと続いたということなのです。そうですけれども、不

景気が長く続いたために市の税金が入らなくなったということと、それに伴い国も不景気

が長く続いたために、地方交付税も減ってきたということなのです。これが１番大きな原

因だろうと思います。いつ頃からかと言いますと平成２年にバブルがはじけたわけです。

それからだんだん景気が悪くなり、大体備前市では平成１２年、今から６年前ぐらいが１

番交付税も減り、税金も減りそのころから借金を払うのに貯金を使い始めたということな

のです。財政調整基金というのですが、ようは貯金を取り崩してがんばった、貯金がどん
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どんなくなっていったわけです。だから時期的に１番顕著なのは平成１２年頃です。それ

から、その中で１番大きいのは先ほども申しました下水道ということです。一般会計の借

金合計が１４パーセントだったものが、下水道等の借金を合わせると２３．６実に９．６

ポイントも借金率が上がったことが１番大きな原因です。ただね、よくみなさん借金があ

ったら全て悪いというふうな捉え方をするのも、必ずしも当たってないと思うのです。よ

うは仕事しなければ借金はできないわけなのですよ。ということは、今の県下でワースト

２と言いましても、備前市はまがりなりにも下水道をだいぶやっているわけです。なにも

かも下水道事業もやっていけないところも結構あるのです。そういうところは必然的に借

金が少ないです。私の例を出すのはおかしいのですけど、私は家もない土地もない借家住

まいですから借金ゼロです。ということは公債費比率ゼロですね、どちらがいいかという

ことなのです。ローンを借りて家を建てるのが良いのか、借家でいくのが良いのか、これ

はやはり両方いい面があると思います。ですからただ単に借金をとやかくいうばかりでな

くてやはり無駄な借金ですね、ようは借りたお金をそのまま使ってしまうというような借

金じゃなくて、下水道なんかは建設的な借金ですからね。但しそれが今２３．６ですけれ

ども２５パーセントを超えると、ほかの借金、起債が認められなくなる、要するに仕事が

できなくなるという問題がありますので、是非これを越えないようにしながら低空飛行を

していかざるを得ないという気がします。それで誰がいったい悪かったかと言いますと、

先ほどもちょっと言っましたように、やはり為政者、議会などが早くそのことに気がつい

てやはり値上げですね、下水道料金の値上げを市民から憎まれてもやらざるを得ない、そ

うしないと一般会計から繰入れしますと簡単ですけども、逆に下水道を使ってないところ

が使っている人のために税金をつぎ込んでいるということになりますから、不公平なので

す。そういう意味でやはり水道料金もそうですが、下水道料金はやはり使っている人の料

金で基本的にはまかなっていくべきだと私は思います。それから先ほども言いました節約

ですね、私は給料を３割カットしていますけども、範を示すという意味でやったわけなの

ですが、ただ、すぐ市民の皆様が職員もカットすべきだ、あるいは市会議員もカットすべ

きだとすぐそういう言い方をされるのですが、ただ誰だろうと自分の貰うものは多い方が

いい、人の貰うものは少ない方がいいこれも確かなのですけど、職員にしましても、やは

り子どももいますし、大学へ行かせている子どももいますし家のローンもありますしね、

だからそう簡単にはカットできないのです。そうした中にありまして去年は、全員で平均

４．８パーセントの給料をカットしたのです。だからそういう意味でいろんな形で我々も

工夫しています。そのほか、集中改革プランと称しまして平成２１年までの５年間でいろ

んな形で削減を進めます。まず１番大きなのは人員削減だと思います、人件費ほど高いも

のはないのですよだから人間を増やさない、今のところ一般職員を９３人減らす考え方を

しているのですけど、病院の看護婦とかそういう人たちはまだ増やさなければならないこ

ともありますので、トータルにすれば確か７７人ぐらい減らす案ですけれども、ともかく

そういう人件費を減らすこと。それから外部委託をすることですね、今よく批判されます



平成 18年度 備前市「意見交換会」発言要旨 

9 

のがごみ収集なのです。ごみ収集は吉永も日生もこの周辺みんな委託でやっているのに何

で旧備前は職員でやっているのだと、こういう言い方をされます。確かに職員でやり非常

に高くついているのです。ですから私もできればこれを外部へ出したいのです。出したい

のですけども人の問題があるのですね、そうした点がありますので、今後の１つの課題と

してごみ収集の外部委託というものを検討していかなきゃいけないと思います。その他や

らなきゃならないことは、たくさんありますが、ともかく私どもの職員もこの前からそう

した点につきまして研修会、勉強会を開いて今備前市はどういう状況にあるかいうことも

勉強していただいて、みんな一緒になって考えていますので、その点はご理解いただきた

いと思います。それから伊里地区のビジョンですね、これは難しいです。と言いますのが、

伊里地区は木谷から閑谷方面と、麻宇那から蕃山方面、それから井田から木生方面、そし

て難田から明石方面の４つへ方向が別れていまして、それぞれ皆少し違う感じなのです。

元はといえば伊部なら伊部、片上なら片上のようにまとまっていたら、一応にやりやすい

のですけどね、それぞれ違いますので、独立した統一したビジョンというものが難しいと

思います。ただおっしゃっておられるような観光マップなんか流行っている真魚市などを

伸ばしていくとか、文教面でいえば、たとえば備前東高校のところへ中学校あるいは小学

校、あるいは認定子ども園も含めて文教施設を総合していくとかですね。それから先ほど

おっしゃられた道路網では、井田村の中に都計道路の計画があるようですけど、あれも見

直しも含めてその他県とも協議しているのですけども、１番大きいのは穂浪橋の付け替え

なのです。あれがご承知のように大変評判が悪いのは、日生方面から来る右折車が右折を

するために後ろがずっとつかえるのです。結局あれを直したいのですけども警察からは地

元の区長さん方からの要望でああいうふうにしたとね。最終的には橋を付け替えて車線を

増やし、そして右折するレーンを作るということが１番大きな課題と思います。あの橋は

確か付け替えてから５０年ほど経っていると思いますから、県もその気になってくれてい

ますので引き続き要望していきたいと思います。それからもう１つ、最近難田の辺はちょ

っと台風が来たら大方国道擦れ擦れにまで水が来ます。あるいは２年前はオーバーしたと

思います。ですからあそこは少し高くしなきいけない、高くいうのは横へ欄干みたいな物

を付ける必要があると思います日生はこの前始めました。日生の船着場のところは国道が

低いのです。最近はすぐ浸かるようになりましたので、少し広げると共に高さ約７０セン

チの防潮堤という物を作るように現在工事をはじめたところです。これから１年半ほどか

かりますけれども、それができますと大分良くなると思います。難田についても私は同じ

ようなことがいえるという気がいたします。そのように、地区毎にそれぞれの直すべきこ

とは直していくということが、伊里地区全体としての計画と言いますか、していかなきゃ

ならないことかなという気がしています。以上です。 

 

Ｄ氏 

 次じゃなくて、現在のことにつきまして、この席からではございますけれども追加質問
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をさせていただきたいと思います。まず１点目の財政難につきましては、私どもも先般区

長会等を開きまして、いろいろ議論を重ねてまいりました。伊里地区に投機すべきことは、

たとえば伊里幼稚園建設候補地について、いう議論を数回にわたって固めてきたわけなの

ですけれども、これにつきましては非常に備前市の財政について配慮をした建物を建てね

ばならないという非常に切実な、真面目な意見も非常に多くございました。そういう中か

ら、伊里地区を代表しての財政難をどう克服して行くのかという観点にたっての質問でご

ざいますけれども、先ほどＣ氏もいわれましたように、なんとなく緊張感が伝わってこな

い。先ほど市長は、仕事をやらなければ借金は増えないというお話しがありましたけれど

も、やはり我々としたら効率的な仕事をしていただくのであればこれはまあ、それはそう

でしょうという話になるかと思うのですけれども、現在実質の公債費比率が２３．６パー

セントということで、中国地方のワースト第５位とか６位とか非常に誰が聞いてもびっく

りするような、２５パーセントも寸前のところでございます。そういうふうな中にあって、

たとえば日生から鹿久居島に架かる大きな橋を計画している。それから市に３つの大きな

市民病院がある。それぞれ皆黒字で採算が取れる状態だったらいいのですが、赤字で税負

担というようなことをいささか考えなければならないじゃないかと思います。まず病院に

ついて、中央の病院が１つあれば、どこを中央にするか知りませんけども後のところは、

たとえば民間委託だとかあるいは診療所だとか、そういうような形でやはり財政を基本に

考えた政治じゃないとならないじゃないかと、それからたとえば橋にしましても合併特例

債これは、いろいろな形での資金調達は可能でありましょうけれども、やはり頭島なんか

は船で行ってはじめて民宿、あるいは宿泊というようなことが考えられることであって、

かえって橋ができることにより車ですっと行ってすっと帰って行くと泊まらないような観

光地であっては、やはり観光地ではないような気がします。そういうことで必ずしも橋を

作ることが良いことかどうか、まあいろんな方がいろんな議論を重ねておられることであ

りましょうけれども、私どもにとってはちょっと納得がいかない。そういうやはり財政的

な危機がある時になぜこういうことを考えていくのだろうかと、いうようなことです、子

孫にやはりつけをどんどんまわしていくこと、これはやはり避けていかなきゃならないと

思います。やはり住んでいるだけでは正しいとは私は考えません。この時期に素晴らしい

指導力とか判断力とかがほしいと思います。そういうことでご答弁をお願いします。 

 

市長 

 大体そういうふうに考えられる人が多いです。これはもっともなことだと思うのですよ。

それで先ほど言いました実質公債費比率が公債費比率と比較して９．６ポイント上がる、

その内８ポイントが下水道だと言ったのですが、病院はあまりポイントが上がらないので

す。吉永と日生の２つの病院を建て替えたことによって、上がったのは０．５６なのです。

それから橋はあれで０．４しか上がらないのです。ということは橋については非常に跳ね

返ってくるお金の割合が高いということ、たとえば頭島から鹿久居にかかった前期分は９
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２パーセント国からきています、かかった５０億の内４６億が国からきています。ですか

ら負担は少ない。第２期の橋は７９億かかる内の１１億はこちらが負担します。１４パー

セントの負担なのです。それで橋はいかんじゃないかという人は結構いるのですけども、

あれは頭島の人だけのためじゃないのです。あれをすることによって鹿久居に非常に大き

な土地があり、そこが開発可能になってくるのです。そうした長期的な展望に立ちますと

たいぶ考え方が変わってくると思うのです。勿論このことにつきましては、日生で何度も

何度も何十年もかかって議論してきました。そして国の人も入ってもらい、県の人も入っ

てもらって議論した中で最終的にやっていこう、そしたら国もよろしいということになっ

てそうした計画をしたのです。それから病院につきましては、１つの市に市民病院が３つ

も要らない、よくいうのですよ、それはみなさん自分たちのところの病院は要らないとは

いわない。人のとこは要らない自分のところは要る、そういう論法でいきますとね、絶対

に３つの内のどれは止めとこうというのは不可能です。幸いのことに、後ほど助役から説

明があろうと思いますが、今黒字になっています。３つのトータルをたしても黒字になっ

てきています。ですからこの病院は税金も使わないということです。そういう意味で私ど

ももいい加減にしているわけじゃないのですけど、必要なものは必要、お金がかかるもの

は仕方がないという形で慎重に検討してやっていきます。以上です。 

 

Ｄ氏 

私は健全な財政なくして健全な行政はできないと思っています。こういう意味でも必ず

公債費比率、あるいは借金いうのは子孫にできるだけ残さない形で取り組んでいただきた

いというふうに考えます。 

 

Ｅ氏 

 備前市はですね、過去から企業誘致とかいろんな形で何とか増収すべきだということで、

過去の先輩たちにいろいろな会社を誘致していただきました。にもかかわらず後のフォロ

ーができてない。たとえばゴムの会社が入って来ていますけれども、肝心要の備前市内の

在住者がだんだん出て行っています。ここ数年みましても残念ながら高額収入を得られた

人たちは全部よその市町村に家を建てて出ています。企業だけからの税金を取るのじゃな

しに、なぜ我々個人のずっと備前市に住もうとする人たちに眼をかけないで、そのままほ

っちらかしとるのか、もうそれはおそらく議会の方でもいろんな質問が出ていると思うの

です。それに対して何の見解も出ない、どうしても見えてない、非常に歯がゆい。まさに

トンビに油揚げで何を考えているか分からない、その中で税収は少ない少ないと、税収少

ないのは我々だけじゃないのです全国的にいざなぎ景気ということで分かっとるのですよ。

収入が少なかったら少ないような財政をなぜ組まないですか。市長、私は給料を３０パー

セントカットしている、マスターベーションじゃないですか。なぜそこまで分かっている

のなら全員に対してそういうことを提案しないのですか。私はやっとるから良いという考
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えに見えます、残念です非常に。今日ここに来る途中で市役所に明々と電気がついとる、

残業たぶんしとると思いますわ。我々民間はですね、ちょっとでも景気が悪くなったら残

業カットから、市長は４．３パーセントカットした冗談じゃないですよ、我々は１０パー

セントや１５パーセントは当たり前じゃないですか。なぜ我々ができることが、市のみな

さん方はできないのですか、またできないと決めつけるのですか。おかしいです１回その

へんをどう考えてるのか聞かせていただきたい。それと今日の題名は合併１年半、地域か

らの意見を聞きたいと、この合併によって三石、備前、吉永、日生諸島、備前焼、閑谷学

校、八塔寺など、山、海、特産、近隣には絶対負けない観光資源ですよ。これに対してど

うしようとしているのですか。１年半たって何かしようという方法が出たのですか。観光

誘致をするのでもなし。ただ今までのことがそのまま続いている。もっと考えていただき

たい。これからどうしようとしているのですか、これも見えません。知恵がないのでした

らみんなで相談してください。みんなが頑張っているという姿勢が見えないじゃないです

か。それと今度は県との関係です、いろんな災害が備前市にも続きましたが、お願いに行

くとこれは県ですこれは県ですと、いったい備前市は今現在県に何件のことをお願いして、

何件回答をいただいているのですか。それも分からない、回答もない、県とのパイプ役は

誰が責任持って行っているのですか、何にも見えませんおかしいと思いませんか。まあそ

ういうようなことですけども、先ほど財政のことも言いましたけれど、やはり何か縛りが

なければないというような、やはり何か検討しなきゃ知性を出していただきたいと思いま

す。この市町村の合併によってですね、支払うものは１番高いとこに合わせ、もらえるも

のは１番低いとこに合わせてきています。我々はずっと我慢しているのですよ、それは。

やはり市として主導権を出してこういう具合にやって備前市を立て直すのであるとか、そ

ういうようなことをどう考えとるのか。是非ともお聞かせ願いたい、以上です。 

 

市長 

最初にいわれました住宅施策、これは確かにおっしゃるとおりです。私も痛感していま

す。企業誘致にしましても非常に大企業、いい企業をたくさん誘致していますけど、それ

に合わせた住宅施策が伴ってなかった、したがいましてたとえば友延に来ています松下電

器産業なんかの関連にしましても、邑久町に結構松下産業のみなさんが家を建てて住んで

おられるところがたくさんあります。ということは、企業誘致はしたもののやはり住宅の

宅地の提供というものをしていない。結構香登とか新庄とかに宅地というか土地があるよ

うに見えますが、大部分が農振地域になっていましてね、結局手がつけられないという形

で今まできたのです。ですから、結果として市外に住んでいる人が多い。だから市の職員

も４割方市外に住んでいるというような結果になって、結局それは市内に適当な宅地がな

かったから、出て行かざるを得なかったというような結果になっているじゃないかと思い

ます。第２点は、いろいろ観光資源があるのに何もしていないということはないのです、

やっています。やっているのですけどそう簡単にはいきません。私は、隣の瀬戸内市ある
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いは赤磐市なんかと比べますと、結構備前焼あるいは日生の魚等々ですね、閑谷も含めま

して観光地としてたくさん人が来ていると思います。しかしもっともっとそれを増やして

いかなきゃいけない。そのためにはいろんな形のＰＲ、たとえばインターネットを通じて

ですけども、そういうのをどんどんしていかなきゃいけない。その他たとえば現在の中道

といいましょうか市道１号線の備前焼の通りですけれども、岡山市などオランダ通りなど

を最近作りましたけれども、ああいうような形にでもしてもっとみなさん観光客が来やす

いようなそういうようなことを工夫しなきゃならないじゃないかというふうに考えていま

す。やはりＰＲということが必要だと思います。それから県との関係といわれましたけれ

ども、県に対しても何十何百も行ってお願いしています。ただ見えない、見えないといわ

れますけど、それは傍から見るから見えないかも分かりません。しかし、いろんな形でも

やっていますし、それが一朝一夕にはなかなか上手く出てこないというのが実情です。で

すから我々もできるだけの努力はしていますし、またみなさん方の知恵も拝借する形もと

っていますので、ご理解いただきたいと思います。 

 

Ｆ氏 

いろいろ意見が出ていますが、確かに住みよいまちづくりを目指すためにはいろんな面

で、経済、雇用、防災とか医療、保護、介護とかいろんな環境面でやっていかないといけ

ないと思っています。ただ、身近な住環境の整備について質問させていただきます。まず

１点は、木生地区の下水道整備でございますが、穂浪方面の下水道工事は今井田地区をや

っていると思うのです。それで今後の計画はどのようになっているかということ、それと

木生地区は、旧備前市の中でも南東の端っこに位置していまして、下水道工事の着工順位

が遅くて、住民のみなさんは今か今かと首を長くして待ちわびている状態なのです。それ

で隣の旧日生町の下水道は９０何パーセントも完了していると、こういう利点を活かして、

いくらかは日生地区と結んで少しでも早くお金の安い方法を考えるとか。それから備前市

は本当に守備範囲がものすごく広がっています、だから下水道の工事についても物凄くお

金がかかって時間もかかるという形できていると思うのです。だから物凄くへんぴな所ま

で、同じような下水工事をやるのではなくて、そういう所については合併浄化槽とかいう

ものを有効に作って、できるだけお金もやすく、早くできる方法を考えていただきたいと

いうことなのです。次の交通網の整備については、先ほど市長からいろいろ言われまして

ある程度の全貌は見えてきたわけなのですが、やはり観光についての周遊ルートも考えら

れるのですか、これも上手くいかないと前に日生まで岡山からバスが来ていましたけど、

これも客が物凄く少なくて長く続かなかったこともありますが、備前市全体としての周遊

を考えれば結構いろいろあるので、休日とか日曜日だけの観光バス等を考える。それから

また市長が立候補するときの公約みたいなもので、三角トライアングルで片上それから吉

永、伊里を結ぶ線ですね、こういうものについてもいろいろ検討するということなので、

これについては今後の進展を見守っていきたいと思います。ただ、合併して１年半になっ
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てそろそろ吉永、日生、旧備前市が同じ体系にならないといけない、というのは、１つは

通学バスの料金の問題なのです。市長も言われましたけど、伊里地区の通学バスは父兄が

みんな負担しているわけなのですよ。だから子どもが３人も居る家庭では、物凄い負担に

なっているわけなのです。これはもう少し先々いわずに、せめて１２月が駄目なら３学期

に入る１月からは、絶対軽減措置を採れるような形にもっていっていただきたい。それは

３人居たら１ヶ月当たりすごい支出になると思うのです。それが旧吉永と日生町は無料で

すからね。これはねえ考えていただきたい。もう１点はですねこれは日生町については、

ごみ収集が民間であるいうことで、粗大ゴミの収集が日生町は無料なのですね、それに対

して備前市はいろんな面で粗大ゴミは全部有料であると、こういうものも今いろんな面で

言いましたけど、お金を取られる方は高い方で取られて支出される方は減っていくと、行

政いうのは公平性と平等性を上手くかみ合わせて、それでそれができないところは、納得

のいくような説明をいただいてできるだけ理解をいただかないと、やはりいろんな面での

不満は出てくると思うのです。そういう点についてよろしくお願いしたいということなの

です。いろいろ言っているのは、私は日生の出身で片上に勤めて伊里に住んでいる状態で

きたわけなのですが、伊里地区も最近は本当に停滞気味でちょっと元気がないというのを

感じているわけなのです。伊里地区全体の住民の前へ進もうとか、市長がスローガンで前

へ進もう新備前とか元気を出そうとかいわれて何とか元気を出していかないと思っている

のですよ。ふるさと創生資金を有効に使ってとかこういうことにも活かしていかないと、

そういうことも考えていますので、市の方からもこういうことをやろうじゃないかという、

そういうものを出していただければと思っているわけなのです。そうでないと自信を持と

うまではいけませんので、その点よろしくお願いします。 

 

市長 

ゴミの件は市民環境部長、下水道関係は上下水道部長がお答えするといたしまして、私

はバス通学の件、正直言いましてこれが今回最大の前から感じて気になっている施策なの

です。ですから一刻も早くしたかったのですけど、予算を伴いますのでおそらく他との予

算を組み立ててみないと分からないものですから、そうなりますと３月議会にかけて、４

月１日からの施行にならざるを得ないかなあという気がいたします。ただし先ほどから、

一方では健全財政健全財政といわれますから、もし吉永、日生なみにしようとなれば高く

つくようになるのです。それが１番いいと思うのですが、いくら予算が要るかということ

は、これはやってみないと分からないですね、しかしやはり公平ということが１番重要な

要素でありますから私はそれを目指します、ただしかしできるかどうか。伊里のみなさん

は１番大変な目にあってきていますので、是非その実現を目指して頑張っていきたいと思

います。それから伊里地区の活性化ということにつきましては、たとえば板村における都

市計画道路の見直しだとか、あるいは穂浪橋の付け替えだとか、真魚市をもっと活性化さ

せるとかですね、あるいは海岸線の防潮堤をするだとか、いろいろあれやこれや申し上げ




